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北イタリア治安情勢通報 

～ ミラノ中央駅地下通路にて、邦人被害の強盗致傷事案発生！～ 

 

ミラノ市内では近年、邦人を被害者とする強盗等の凶悪

犯罪が発生していなかったところ、本年１月１２日（土）、

ミラノ中央駅地下通路にて、邦人男性を被害者とする強盗

致傷事案が発生しました。 

 ミラノ中央駅構内等では、歴年にわたりスリ等の盗難被

害が多く、当地の治安当局も警察官を重点的に配置するなど、犯罪抑止活動を推進しているよ

うですが、残念ながら当館への被害報告が絶えないのが実情です。 

ミラノ中央駅ご利用の際は最大限の注意を払うほか、観光地ミラノであっても人通りの少な

い場所は通行を避けるなど、防犯対策について今一度ご確認ください。 

 

１． 犯人像 

  男性２人組、30～40歳、国籍不明 

 

２． 被害の状況 

本年１月１２日（土）午後６時３０分頃、ミラノ中央駅地下通路上において、滞在先 

のホテルに向かう途中であった邦人男性（出張者、３０歳代、被害者）は、対面から来た

外国人男性１人に突然腕をつかまれたことから大声を上げたところ、顔面を殴打されると

ともに、背後から来た共犯者１人に所携の財布を奪取された。 

 なお、怪我の程度は軽傷。被害当時、現場付近にはほとんど人通りがなかった模様。 

 

 



３． アドバイス 

○ 人通りの少ない場所の利用を避ける 

    犯罪者は、捕まらないために他人の目がないところを好みます。人混みの中では、ス

リ被害が心配されますが、人目のないところでは、強盗、性犯罪等の凶悪犯罪が懸念さ

れます。「人通りが少ない」と感じた場合には、多少遠回りになろうとも地下通路であ

れば地上に、裏路地であれば大通りを利用しましょう。 

  ○ 周囲に注意を払う習慣を 

    本件被害では、２人の犯人に前後から襲われていることから、犯行の前段階から尾行

されていた可能性が高いです。邦人は財産犯罪のターゲットになることが多いことか

ら、携帯電話に夢中にならない、携帯音楽プレイヤーの使用を控え、背後も含めて周辺

に注意を払いましょう。 

  ○ 万が一の際は、身の安全を第一に 

    犯罪者の多くは凶器を所持している可能性があります。万が一、脅迫等にあった場合

には、生命、身体の安全を第一に考え、無理に抵抗しないようにしましょう。 
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